
ID 氏名

@PATIENTID @PATIENTNAME 様

入院日 治療後1日目

@CURINADMDATE （　　/　　）

治療前 治療後

・心電図モニターを装着します。 ・内服薬の変更は ・カテーテルを挿入した部位は下記のような形で固定し ・再出血ないか確認します ・心電図モニターをはずします
・足の付け根周囲の毛を処理します。 　　ありません　・　あります 　ます。 ・血腫の有無を確認します

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
治療 　は中止します。

・ ・（　　）時にホリゾンという安定
処置 　剤を内服します。

・出棟時に血圧を測ります。  ・出血予防のため指示された時間は足を曲げないで下
・その後シャワーにお入りください。 ・(　　）時から点滴をします。 　さい。
・夕方までの間に点滴の針を入れます。・こちらで準備した検査着に着替えます。 ・完全に覚醒しておらず安静が保てない場合は抑制をす
（前日から点滴を開始する場合もあ 　ることがあります。
　ります。） ・担当医により安静解除後包交を行います。

・内服しているお薬があ ・12誘導心電図をとります。
　ればお知らせください。 ・帰室後、心電図モニターを装着します。
・夜、ゆっくり休めるように安定剤が ・医師の指示により尿管を挿入します。 ・点滴は医師の指示により継続・終了します。
　ありますので希望のある方はお知ら ・帰室後から12時間尿をためます。尿管が挿入されてい
　下さい。  る場合は医師の指示に従い抜きます。

・身長・体重測定をします。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　治療中 ・採血・心電図検査があり
検査 ・血液検査・レントゲン・心電図を行い ・治療部位は両鼠径 ・ 右頚部です。 　ます。

・  ます。 ・検査鎮静薬を使用し眠った状態で行います。
治療 ・経食道エコーを実施します。  鎮静薬開始時、血管痛があることがあります。

・心電図などモニターを装着します。

・治療終了後、覚醒を確認し病棟に帰室します。
・心電図モニターを装着します。棟外 ・退院当日まで心電図モニ
 へ出るとモニター波形が確認できな  ターを装着するため入院時
 くなるため病棟内活動となります。  と同様の活動範囲となりま

 す。

活動
・特に制限はありませんがトイレ以外はなるべく ・止血確認後、歩行が可能となります。

 お部屋でお待ちください。

食事 ・経食道エコーが終了するまで ・手術が午前の場合：朝禁食です ・手術終了後、飲水は可能です。 ・通常通り召し
 （ 昼禁食・昼延食 ）となります。 ・手術が午後の場合：朝食は半分、昼禁食です ・食事は2時間後より可能となります。 　あがれます。
・食事は検査終了してから２時間後です。 ・完全に覚醒していない場合は2時間経過していても食

 事、飲水できません。
説明 ・入院生活と治療についてのオリエ ・３日間、入浴・シャワーはできません。 ・治療結果は担当医師より説明があります。 ・退院について看護師より ・退院手続きの説明をいたしま

　ンテーションがあります。 　（　　　／　　　～　　　／　　　） 　説明があります。 　のでスタッフステーションにお
・医師が承諾書を渡しますので、署名 　越し下さい。
　の上提出してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　                                　                    東京医療センター　４階B病棟    2002/07作成（Ｖｅｒ1.0)(No35）
 

治療開始予定時間：　　　　　　：　　　　　　　　
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　(　　　/　　　）

治療当日　

･付き添いの方は、カテーテル室がある検査棟
へ入る入口付近でお待ちいただけます。検査
出棟時に再度ご案内致します。

・安静時間中でも横を向くことは可能ですが、看護師が
介助いたしますのでお申し付け下さい。

・歩行開始後再び出血するようなことがありましたら、す
ぐにお知らせ下さい。

・義歯・眼鏡などの貴金属をはずします。マ
ニュキアや化粧等も必ず落として下さい。貴重
品は金庫にいれ、鍵を付添者にお預け下さ
い。

退院日

@CURINLEAVEDATE

・帰室後はベッド上安静です。安静時間は治療後医師よ
り指示がありますが、約6時間の安静が必要です。止血
が十分でない場合は時間が延長することがあります。


